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開催の趣旨・目的と概要 

１. 「データヘルス・予防サービス見本市２０１６」開催の目的 

社会全体における個人の予防・健康づくりを促す仕組みづくりを目的として、医療保険者、企業経営者、地域・職域における予防・健康づくり担当者等と、 

健康増進・予防に資する製品・サービスを提供する事業者等とが出会い、国民の健康寿命の延伸と医療費の適正化に向けた協働・連携を 

推進させる場として「データヘルス・予防サービス見本市２０１６（以下、本施策という。）」を開催します。 

 

２. 本施策の概要 

 本施策は、出展いただく健康増進・予防に資する製品・サービスを提供する事業者等の事業について、来場者が実際に使用するなどの「体験」を通じて、 

製品・サービスへの理解を深めることで、全てのステークホルダーの協働・連携の推進を促進します。 

 

３. 本事業のコンセプト 

となる場の提供 to to B 
ヘルスケア事業者 
（出展者様） 

C 
イベント来場者 

（健保組合代表者・事業主・人事総務担当者） 

B 
健保組合・事業主/ 

人事総務担当者、被保険者等 

ヘルスケア事業者 

健保組合事業主 

被保険者 

イベント来場者 

「体験」を通じた 
ソリューション/サービスを提供 

当日：データヘルス・ヘルスケア見本市２０１６  事後：来場者の各職場  

体験・理解 

ヘルスケア事業者が提供するソリューション/サービスを 

イベント来場者が実際に試し、 

“ 体験 ” を通して理解を深めるイベント 

事後、ソリューション/サービスを体験した来場者が、 

体験内容を職場に持ち帰り、 

関係者・被保険者等と情報共有し事業導入を検討 

参加体験型のイベントを通じて理解促進を実現する 
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本年度の開催にあたって 

本年度は、データヘルスの取り組みを昨年度よりも更に全国に波及し地域連携を促進する目的の下、 

テーマ型会場版（仙台）とメイン会場版（大阪）の大きく二方向の構成で開催いたします。 

開催地方・地域の特性を踏まえた内容構成とし、さらに中央の情報を全国すみずみまで行き渡らせる媒体としての機能も持たせた、 

「データヘルス・予防サービス見本市２０１６」を設計・実施します。 

より濃厚に体験したい場合、 
メイン会場での施策も活用 

事業者・事例等を紹介し、 
地方・地域における予防・健康づくりを支援 

●対外的に保険者の活動を全国へ広く情報提供 
●保健事業の実施ノウハウを共有 
●中央省庁・関係有識者からの情報提供 

成約・マッチング 
による成長の場 

関係者相互の発見 
による成長の場 

保険者を中心とした予防・健康づくりのステークホルダーが 

共に  成長 する場 
データヘルス・ 

予防サービス見本市 

→ 保健事業実施環境の整備 
→ 地域に根差す保健事業の育成 

→ 各保健事業取組の促進 
→ 保健事業市場の拡大 

◆全国にて巡回開催◆ ◆東京・大阪にて隔年開催◆ 

メイン会場 テーマ型会場 

データヘルス・予防サービス見本市とは 

参加型“シンポジウム”中心 出展ブース“体験”中心 

≪WEBサイトの活用≫ 
 

開催前から開催後まで、WEBサイトでの各種情報を提供。 
事前期における話題作りから、事後期におけるフォローアップを行う。 

 

●ヘルスケア事業者が提供する商品・サービスの質向上 
●各地域に根差した事業とその成果の発掘 
●保険者のニ―ズに即した商品・サービス情報の提供 
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「データヘルス・予防サービス見本市２０１６」構成内容 

セミナープログラム例 

展示エリア構成例 

開催地ごとに 

カスタマイズした 

セミナー構成 

「各地共通の中央出展」 

「地域ごとの展示内容」の 

２カテゴリを意識した構成 

本年度は、「展示」と「セミナー」を独立したエリアで構成し、それぞれの体験・理解を深化させる落ち着いた環境で実施します。 
 

◆展  示 ： 中央からの出展者と地元企業および医療関係者の出展の大きく２カテゴリを想定。 

◆セミナー ： 都道府県/市町村/地域医療関係者等が連携する各種セミナーの実施を想定。 

メイン会場 

講演 

保健事業における主なテーマ・切り口から 

「予防・健康づくり」の最新情報を有識者・省庁代表者等から 

情報提供。 

事例紹介セミナー 

実施保険者・自治体・企業等による事例紹介。 

開催都市の特性を踏まえた、出展・展示構成とします。 
 

 ■ 東京など中央に拠点を置く大手事業者による出展 

 ■ 開催地域や地方都市における好事例紹介展示コーナー 

 ■ 情報交換及び商談を行うコミュニケーションエリア 

 ■ 開催地域の事業者による出展 ※地方都市（福岡・仙台）のみ出展 

 

地域の保険者がそれぞれの規模・目的にあった事業者と出会い、 

地域におけるデータヘルス計画の推進状況や課題、中央事業者の情報についても情報を得られる構成とします。 

シンポジウム 

テーマに応じた密度の濃い情報提供を実施。 
都道府県・市町村・協会けんぽ等の代表者等の登壇を予定。 
開催地域における課題や好事例、今後の目標についての実態的な 
ディスカッション等。 

テーマ型会場 

特別講演 

著名人・有識者等による特別講演。 
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「データヘルス・予防サービス見本市２０１６」開催概要 

主   催 ： データヘルス・予防サービス見本市 実行委員会 

内   容 ： 健康増進・予防に資する製品・サービスの提供事業者等による展示、セミナー等 

参加対象 ： 医療保険者、企業経営者・人事/総務担当者等、自治体関係者、医療専門者、報道メディア 等 

≪データヘルス・予防サービス見本市２０１６≫ 

■名称 ： データヘルス・予防サービス見本市２０１６ in 東北 

■日時 ： 平成28年11月21日（月）10:00～17:00 

■会場 ： 仙台国際センター展示棟 展示室１・２（3,000㎡） 

■登録受付 ： 平成28年10月中旬開始予定 

■来場予定人数： 500名 

■会場情報 

≪テーマ型会場≫ 

≪仙台テーマ：産官学連携≫ 

【住所】 
 ■仙台市青葉区青葉山無番地 
 
【アクセス】 
 ■電車でお越しの場合 
  ・ JR仙台駅から仙台市営地下鉄東西線に乗り、国際センター駅下車、徒歩約１分。 
  ・ JR仙台駅よりタクシーで約７分。 
 
 ■車でお越しの場合 
  ・ 仙台宮城ICから約10分。 
 

目   的 ： 予防・健康づくりに資する地域連携促進・事業実施環境の成長 

主な対象 ： 医療保険者、企業健康増進担当者、自治体関係者 ほか 

■名称 ： データヘルス・予防サービス見本市２０１６ 

■日時 ： 平成28年12月14日（水）10:00～17:00 

■会場 ： インテックス大阪・３号館（5,119㎡） 

■登録受付 ： 平成28年10月中旬開始予定 

■来場予定人数： 2,000名 

■会場情報 

≪メイン会場≫ 

≪大阪≫ 

【住所】 
 ■大阪市住之江区南港北１-５-102 
 
【アクセス】 
 ■電車でお越しの場合 
  ・ 南港ポートタウン線中ふ頭駅から徒歩５分。 
  ・ コスモスクエア駅から徒歩９分 。 
 
 ■車でお越しの場合 
  ・ 阪神高速湾岸線南港北出口、４号湾岸線南港南出口から約10分。 

目   的 : 予防・健康づくりに資するビジネス全体・市場の成長 

主な対象 : 医療保険者、企業健康増進担当者、自治体関係者 ほか ≪福岡テーマ： 健康経営≫ 

■名称：データヘルス・予防サービス見本市 

      ２０１６ in 九州 

■日時：平成28年11月8日（火） 

      10：00～17：00 

■会場：福岡国際会議場 多目的ホール（1,320㎡） 

■登録受付：平成28年10月中旬開始予定 

■来場予定人数：200名～300名 

■会場情報 

【住所】 
 ■福岡市博多区石城町２-１ 
 

【アクセス】 
 ■電車でお越しの場合 
  ・ 地下鉄呉服町駅より徒歩12分。 
  ・ JR博多駅センタービル前F乗り場から 
       博多ふ頭行き・中央ふ頭行バスに乗り、約12分。 
 

 ■車でお越しの場合 
  ・ 東浜ランプから約５分、築港ランプから約３分。 
 

≪出張版≫ 

福岡会場は同日同場所にて開催される健康保険組合 

連合会のイベントとの併催となります。 

目   的 : 地方における「見本市」への接触機会の創出 

主な対象 : 医療保険者、企業健康増進担当者、 

        自治体関係者 ほか 
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■出展小間詳細（仙台・大阪） ■出展小間詳細（福岡） 【仕様】 

 ・2000mm×1000mm 

 (パンチカーペットなし) 

 ・テーブル１本 

 ・社名板 

【仕様】 

 ・3000mm×3000m 

 (パンチカーペットなし) 

 ・コンセント×２口（500Ｗまで） 

 ・社名板 

■平面図 

■イメージ 

■立面図 ■平面図 ■立面図 

■イメージ 

【基本出展枠】小間図面 
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■出展小間詳細（仙台・福岡） 

■平面図 ■イメージ 

■立面図 

【ローカル出展枠】小間図面 

【仕様】 

 ・2000mm×1000mm 

 (パンチカーペットなし) 

 ・テーブル１本 

 ・社名板 
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出展ゾーン構成 

● 「データヘルス計画(データ分析・計画策定)」ゾーン 
 

レセプト分析や健診結果等のデータを利活用し、保健指導の計画・方針を 
定めたり、データヘルス計画の策定を支援する事業者の出展ゾーン 

 
● 「予防・健康づくりのインセンティブ」ゾーン 
 

個人が積極的に予防・健康づくりを行うためのインセンティブとなる 
仕組み・仕掛け等を提案・実施・提供する事業者の出展ゾーン 

 
● 「生活習慣病の重症化予防」ゾーン 
 

生活習慣病の重症化を予防するために情報提供や保健指導、活動支援、 
相談等を行う事業者の出展ゾーン 

 
● 「健康経営・職場環境の整備」ゾーン 
 

健康な就労環境を整えることに資する、あるいは健康経営・健康宣言の 
実施・推進を支援する事業者の出展ゾーン 

【各出展ゾーン概要】 

● 「わかりやすい情報提供」ゾーン 
 

ICT等を活用して予防・健康づくりに関する情報をわかりやすく 
提供することに資する事業者の出展ゾーン 

 
● 「後発医薬品利用推進」ゾーン 
 

後発医薬品の情報提供、データの利活用等、利用促進に資する 
事業者の出展ゾーン 
 

 
● 「ローカル企業出展」ゾーン 
 

≪福岡会場≫ 
福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄に本社を有する 
事業者の出展ゾーン 
 
≪仙台会場≫ 
北海道、青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島に本社を有する 
事業者の出展ゾーン 
 

※大阪会場はローカル企業出展ゾーン無し 
                    ※以上のゾーン構成は予定です。       

ゾーン構成 

 「データヘルス計画(データ分析・計画策定)」「予防・健康づくりのインセンティブ」「生活習慣病の重症化予防」 

 「健康経営・職場環境の整備」「わかりやすい情報提供」「後発医薬品利用推進」「ローカル企業出展」の7つの部門に 

   ゾーン分けし、会場を構成 

 
 

医療保険者・事業主、予防・健康づくり担当者等の来場者へ、皆様が提供されている製品・サービス等の特徴・優れた点を 

十分に理解していただき、イベント終了後の事業導入を喚起できるよう、 

「参加体験型」の情報提供/製品・サービス・ソリューションの紹介 

を何卒よろしくお願いいたします。 

出展者様への 

お願い事項 



＜資料＞データヘルス・予防サービス見本市２０１５ 

【実施概要】 
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＜資料＞データヘルス・予防サービス見本市２０１５ 

民間も活用した実施体制の支援 

厚労省が初の「データヘルス・予防サービス見本市２０１５」を開催 

○ より多くの医療保険者に先進的な保険事業を導入するためには、高度な専門性や人的資源を豊富に有する質の高い事業者を選定し、 
 効率的に横展開していくことが必要。 
 
○ 質の高いアウトソーシングを推進するため、健康・予防サービスを提供する事業者と、医療保険者等とのマッチングや、健康づくりの取組を実施している 
 医療保険者、企業、地方自治体等との情報交換の場として、「データヘルス・予防サービス見本市２０１５」（厚生労働省主催）を開催。 
 
○ 健診・保健指導、データ分析、健康な職場づくりに関する展示やセミナーを実施し、出展者数は28ブース、約3,000人が参加した。 

開催日時 ： 平成27年12月15日（火）10：00－18：00 

開催場所 ： 東京国際フォーラム ホールＢ７（地上７階） 

 （住所：東京都千代田区丸の内３丁目５−１） 

主    催 ： 厚生労働省  

内    容 ： 健康増進・予防に資する製品・サービス提供事業者による 

 展示、セミナー等 

参加対象 ： 医療保険者、企業経営者・人事/総務担当者、 

 自治体関係者、医療専門職、報道メディア等 




